　　　　　　　　　　　　　Tour　De　多摩御陵　（第２回ツールド焼肉）
（日程）  2003年12月14日（日） 天候：超快晴                                             

（テーマ）  晩秋のサイクリング、多摩武蔵野御陵を訪ね、昼は釜あげうどんを造り、夜は焼肉。食欲の秋を堪能！

（参加者） 畠田さん、康司君、熊野さん、江畑（克）さん、大泉さん、益原   計６名  

（記録）　益原（緑字合いの手畠田）   

  プロローグ 乗鞍をはじめ、雨に祟られた今年のチャリ企画。恒例の秋の企画も豪雨により中止となったものの、戦士達の熱き心さめやらず、日程延期の上、急遽第2回ツール・ド・ヤキニク開催の運びとなった。ＮＳＡ主催のレースは過酷なことで知られる（どこがや）。参加する選手達のレベルの高さ、難易度の高いコース設定に加え、主催者でもある畠田さん（以下「ジミー選手」）の一瞬のひらめき(＊１)で階段まで走らされることもしばしば。そんなわけで、私マチョハラは本レースのために密かにニューウェポンを用意した。最新鋭ショック吸収システム‘BRAIN　SHOCK’(＊２)搭載（そりゃ、おまえのことやろ）のハイパーマウンテンバイク　SPECHIALIZED　EPIC　FSR。黒くて力強く、かつ地を這うような精悍なフォルム。この新しい相棒を「コブラ」と名づけることにした。コブ「マチョハラさん、今日は思いっきり噛み付いてやりましょう！」マチョ「フフフ…果たして誰が餌食になることやら…」今日も荒れそうである。

      (＊1)気まぐれともいう　(＊２)とてもすごいらしい　

  8:20 集結 集合地点である二子玉川のジミー選手宅に向けて、コブラを駆り疾走する。太いブロックタイヤ(＊3)特有の「シャー」という音が心地よい（いや、うるさい）まるでコブラの咆哮のようだ。到着すると早速ジミー選手が出迎えてくれる。コブラの件は極秘ミッションであったためさぞ驚くであろうと思っていたところ、ジﾐ「なんや、フィアンセでも連れてくるんかと思とった。」萎えるマチョ＆コブ。

    ジミー選手は決戦バイク・ALPS社のランドナーで出陣するようだ。今日の意気込みの程が伺える。夏の鋸山決戦ではこぎだしの軽い「つねさぶらう」を試していたが、ここ一番ではオールマイティのランドナーということだろう。泥除けにまで刻印されたALPS社のエンブレムがまぶしい。やはり本日の本命であることは疑いない。

　　今回、ジミー選手のご子息・康司君（以下「ジミーニョ選手」）がツールド焼肉初参加となる。前回ヤキニクバトルから合流したが今日はレースからフル参加。トライアスロンの大会で3位に入るなど目覚しい活躍のスーパー小学生。同世代のフロントランナーであろう。愛車は赤いDAVOSのランドナー。正に父子鷹である。

    ほどなくして江畑さん(以下「エバ」)と大泉さん（以下「マサ選手」）登場。マサ選手はツールド焼肉初参加。愛車はSLUGGERのマウンテン。明かにサイズがでかい。妹さんのバイクとのことだが、ロード張りの前傾ポジションでカバーしている。なかなか精悍な雰囲気でマサというよりパンサーといった風情。見るからに俊敏そうなそのムードは、ラテン系のクライマーといったところか。山岳ステージでは要注意だ。（＊4）　　

　　エバはなんだかいつもと違う。見ると胸に「LAPIERRE」のロゴが。フランスの有名なチームのジャージを身にまとっているのだ。いつものバーバリアンなエバではなく、フレンチムードの「エヴァ」といったところか。でもぽっこり貫禄のおなかだけはいつもの「エバ」である。

　　マサ選手のタイヤが舗装路に適しないブロックタイヤであることを気遣い、軽快に走れるようジミー選手が手持ちのスリックタイヤと交換。ジミー選手は選手でもあり主催者でもありテクニカルアドバイザーでもあるのだ。準備は万端。うわさのニューウェポンで参加する熊野さん（以下「クマーニ選手」）の待つ関戸橋中継所に向けて、いよいよレーススタート！ (＊3)　MTBの標準タイヤは悪路用にごつくて複雑なパターンが刻まれている。　(＊4)今回山岳ステージはありません。

  9:30 失態 レース序盤は小石の転がる多摩川河川敷。ランドナー2台、マウンテン3台からなる集団は誰遅れることなく進んでいく。もちろん最新鋭イージス艦のようなハイテク装備てんこもりの我がコブラも難なくついて行く。コブラはどことなく物足りなさそうな顔をしている。（ような気がする。）すると、前に拳ほどの大きさの石に縁取られた小川が。おお、コブラの戦闘力を見せつけるのにうってつけではないか。マチョ「行け！コブラよ！今こそ牙をむけ！」

　ツル　スッテ～ン　美しく宙を舞うマチョハラ。無重力の恍惚を味合うも次の瞬間ひしゃげたカエルのように地面に叩きつけられ我に返る。ぬぅ…まさかこのマチョハラ自ら餌食になるとは…。コブラがすまなそうな顔をしてこちらを見ている。「お前が悪いんじゃない。この俺が未熟なだけさ…」小学生のジミーニョ選手が楽々クリアした小さな石でスッ転び、情けなさのあまりもはや泣き濡れて一日カニとでもたわむれていたい気持ちになるも、こんな序盤でリタイアするわけにはいかない。ジミ「ワハハハハ！お前そんなゴツイ自転車に乗って何やっとんじゃ！」エヴァ「マチョハラさん、マウンテンバイクをなめてもらっちゃぁ困りますよ」など、みんなの暖かい激励をうけて戦線に復帰する。（以後悪路では気弱になり降車するので、ダートに弱いマウンテンバイカー、と汚名をもらうことになった）
  10:00 羨望 マチョハラの失態もあり、予定より30分遅れで関戸橋中継点に到着。そこにはロードバイクを携えCOLOMBIAのチームジャージに身を包んだクマーニ選手の姿が。多摩川サイクリングロードに完全に馴染んでいるその姿はまごうことなき「ローディ」（＊5）だ。うわさのニューウェポンはTREK1400。素材の違いはあるが、基本的にはツール5連覇のランスアームストロングのバイクと同じ設計・デザイン。聞くと、2004年の最新モデルであるとのこと。やはりロードは美しいなぁ…新色のブルー、きれいだなぁ…と思っていると、コブラが物悲しそうな視線をこちらに向けている。実はこのコブラ、ピカピカの新車ではなく、Ｆ商会の試乗車として使われたあと隅でほこりをかぶっているところをマチョハラに引き取られた(＊6)という悲しい過去を持つ。マチョ「心配するな。お前を捨てたりはしないよ。」コブ「ク～ン」噛み付くどころかもはや捨て犬とその飼い主のような情けない気分のマチョ＆コブ。（いつもの一人遊び妄想の世界に入ってきたな・・）ランドナー2台、マウンテン3台にロード1台を加えレース再開。

      (＊5)ロード乗りのイメージアップのため考えられた呼び名。全く浸透していない。（＊6）もちろん格安で。

11:00 順風 折り返し地点の多摩御陵まであと20ｋｍ。向い風に苦戦した春と違い、みんな順調に距離を重ねる。前回よりレベルが上がっているのかもしれない。今回ツールドヤキニク初参加のマサ選手はなかなか力強いペダリングだ。明かにギアが他のみんなより1～2枚重い。坂でもシフトダウンせず、ダンシング（ラテン系らしくサルサやマンボで？）で豪快に登っていく。見た目からしなやかで軽快な走りを想像していただけにびっくり。とんでもない剛脚の持ち主だ。ジミーニョ選手は対照的に軽いギアで回転重視のペダリング。とてもきれいなペダリングで、これから体力がつくにつれてスピードも増していくことだろう。日本人初のツール制覇も夢ではない。

12:00 共闘 誰も千切れることなく、無事全員多摩御陵へ到着。一旦レースを中断し、霊験新たかな気持ちで多摩御陵並びに武蔵野陵を参拝する。雲一つない好天に恵まれ、景色も良く、空気もうまく、大変良い気分になる。その後、多摩御陵内の公園の見晴らしの良いポイントに陣取り、6人力を合わせうどん15人前を迎え撃つこととなった。小学生のジミーニョ選手を入れた6人には相当手強い相手だ。こうなると知略家のジミー選手やアイアンストマック・エヴァが味方であるのが大変心強い。エヴァはこの時のために決戦バイクならぬ鉄製の決戦箸を用意している。みんなで持ち運んだうどん迎撃用のウェポンが開帳される。ガソリン火器、鍋、豆板醤（これが絶妙）、だし醤油、長ねぎ、卵、ちくわ、納豆、キムチ、大腸洗浄液…　大腸洗浄液ぃぃぃ！？　一同ギョッとするも、ジミー選手が人間ドックで使用後「キャンプで便利」、と病院から持ち帰ったそうで中はもう普通の水とのこと、一安心する。看護婦さんはさぞびっくりしたことであろう（笑われたけど、確かに便利ですね、と感心もされた…あのペチャンコになる水筒でしかも２L入る）。釜揚げスタイル、ぶっかけスタイル、月見スタイル…みんな思い思いのやり方でうどんに戦いを挑む。ジミーニョ選手も女性であるマサ選手も勇敢に戦い、見事うどん15人前撃破！みんなまだ余力がありそうだ。共闘が終わるとまた皆敵同士にもどる。ジミー選手が落ちていた犬のふ○を蹴り上げると、クマーニ選手の愛車TREKのタイヤに被弾しスポークにひっかかった（うどん茹でている鍋に入らなくてよかった）。早速揺さぶりをかける。クマ「いやーこれでボクのTREKにも運がついたな～」と大人の反応で応戦するも顔は引きつっている。後半戦も激闘必至だ！

  15:00 苦闘 後半戦開始。うどんバトルの戦利品としておなかに大量に蓄えたグリコーゲンがものをいい、みんな快調に飛ばしている。しかしマチョハラが苦戦している。マウンテンのアップライトポジションは慣れないときつい。短い距離ならともかく、長距離だと肩が張る。しかもドロップハンドルのようにポジションを変えられない。ランドナーの父子鷹・ジミー選手＆ジミーニョ選手、ピュアロードのクマーニ選手は見るからに楽そうだ。エヴァもマサ選手もマウンテンに慣れているからかさしてきつそうに見えない。先が思いやられる。

　　もう一つ問題が。全体的に時間が押していたため、次第に日没の時間が忍び寄っている。みんなライトを装備してはいるが、夜間走行はできれば避けたい。ゴールまであと２０ｋｍ…。

　17:00 夜の大捜査線 この時期の日の入りは早い。16時半を過ぎると暗くなり始める。ゴールは目の前にして集団がばらける。先頭のジミー選手＆ジミーニョ選手が抜け出し、クマーニ選手・エヴァ・マサ選手・マチョハラの4人が追走していると･･･　ガシャーン！！落車だ！クマーニ選手が道の真ん中の表示灯でスリップ。幸いヘルメットをかぶっていたのとスピードが遅かったため怪我はないようだ。自転車も無事で一同ホッと胸をなでおろす。それにしても表示灯のくせに灯がついてないのはいかがなものか。レース再開するも完全に前二人を見失う。ジミーニョ選手が道案内で戻ってきてくれるも、今度はジミーニョ選手とエヴァが先行し、クマーニ選手、マサ選手、マチョハラが遅れる。もう完全に日が暮れ、前を見失い途方に暮れていると、勘のいいマサ選手の機敏な判断で街中を抜けて、ゴールのジミー選手宅へ。みんなも無事到着しており、ここにめでたく８０ｋｍ全員完走！それにしてもマサ選手は８０ｋｍものロングライドは初めてだというのにまるで疲れた様子を見せないのには驚いた。

  18:00 肉弾戦 ８０ｋｍ走りきった満足感を胸に、いよいよ焼肉バトルへと突入する。しかし、昼に退治したはずのうどん軍団が胃袋の中でひつこく抵抗し、全員もうひとつ戦闘意欲が湧かない。軍師ジミー選手のアドバイスで強めの酒で胃を活性化、決戦の場である牛鉄に出陣。強敵焼肉相手に苦戦必至と思われたが、そこは健啖家揃いのNSA勢。ビールとカルビを見るや、瞬時にして全開モードに。力を合わせて焼肉を退治する…はずが肉は人間の理性を破壊する。そこかしこで仲間割れが。「これモーンチ！」（モンチとは、博多弁で、ぼくのもん、という意）「あ！それ私のですよ！」「It’s mine!」修羅場と化す牛鉄。すると大人の中でしたたかさを身につけたジミーニョ選手が、骨付きカルビの骨を、狙っている肉の上に乗せる「モンチマーク」というシステムを考案し一同感心する。しかしすかさずクマーニ選手が「骨をひっくり返せば僕のもの～」と強引なルール（オセロと間違えとお）を考案し一同あきれる。（大人げねー）
　　宴も盛り上がったころ、衝撃の事実が明らかになる。NSAのリーダー・エヴァの奥様であるヤヤ選手がおめでたである、というのだ。照れてうつむき加減になりながら納豆ユッケと戦うエヴァ。NSAの先輩としてとても嬉しそうなジミー選手。クマーニ選手も嬉しそうだ。情が厚いマサ選手は感動の涙も。子供ながらそのめでたさを理解しているジミーニョ選手。めでたさの余りライス３杯目を決断する（どう関係あるん）マチョハラ。どんな子供が産まれるのか。男の子なら未来のツール覇者か、大横綱か。女の子であればヤヤ選手似の美人だろう。将来が大いに楽しみだ。

　エピローグ　焼肉バトルもNSA勢の圧勝で幕を閉じた。それにしてもお昼はエネルギー源となるうどん、走り終わった夜はタンパク質である焼肉、と今回の企画は味の満足度だけでなく運動生理学的にも優れた企画といえよう。さすが名軍師ジミー選手。また今回、クマーニ選手とマチョハラが落車したもののケガもなく一安心。しかし、この時期夜間走行は避けるのが賢明のようだ。また今回ヘルメットを全員着用していたが、次回以降もできれば着用を義務付けたいところだ。心も身体も胃袋も満足の第2回ツールド焼肉は無事幕を閉じた。来年の激闘に思いを馳せ、戦士たちは二子玉川をあとにするのだった。

　PS:途中参加や輪行へ切替可能な無理なく誰もが楽しめるプランであったが、自走完結したマサンバニ（アフリカのマラソン選手みたいになった）はロングライドにも多いに自信がついたろう。本コースはほぼ全行程が自転車道であり安全快適。これからも誰でも気軽に楽しめる銀輪の旅・輪界の魅力を提供していきたいと思います。次回はさくらサイクリングや菜の花サイクリングだなあ～。

  以上

